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新 定住外国人（ブラジル）の実態調査

＜緊急雇用創出事業臨時特例基金事業＞

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

９，３１６ 一般財源 9,316 委託料 9,316

（前年度 ０）

２ 背景・現状

現在の厳しい景気低迷に伴う雇用情勢の悪化により、定住外国人の多くが解雇に

より職を失い、住居や子どもの教育の確保が困難となるなど、定住外国人の生活を

取り巻く雇用・生活環境は厳しさを増している。

３ 事業目的

定住外国人の実態調査を実施するうえで、雇用情勢の悪化により解雇された日本

人２名及びブラジル人２名を調査員として、日本人１人を事務員として雇用するこ

とを目的とし、県内の求職者の雇用の創出を図ることを目的とする。

４ 事業概要

平成１５年度に（財）岐阜県国際交流センター委託事業として、「外国籍児童不

就学状況調査」を実施し、平成１６年度には同センターが自主事業として「在住外

国人との共生社会構築に関する調査」を実施し、平成１７年度に提言にまとめてい

る。この調査から５年以上を経過し、定住外国人の居住状況も変化しているので、

今後の多文化共生に向けた施策の方向性を定めるための基礎調査として、ブラジル

人が多く居住する大垣市、美濃加茂市、可児市において、居住実態、就労実態、子

どもの就学実態等調査を行うものとする。

当該事業は、定住化の意向調査､住宅取得意向等調査､不就学児童実態調査などを

行うこととし、民間調査会社等に委託する。

（款）５労働費 （項）１労政費 （目）(3)雇用促進費

（明細書事業名）○緊急雇用特別対策費

委託事業費


